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時間

進捗

・通常の着工前測量を行う

・平面図、縦断図、横断図を読み取り

TS出来形ﾃﾞｰﾀを作成する

・TS出来形ﾃﾞｰﾀで作成した3Dﾃﾞｰﾀを

専用CADを使用し重機用のﾃﾞｰﾀに変換

・TSにより測量を行い

PCに取り込む事で書類作成

・マシンガイダンス：MG（バックホウ）

マシンコントロール：MC（ブルドーザ）

着工前測量

TS出来形

データ作成
①

MG･MC用

3Dﾃﾞｰﾀ変換
②

完成検査

TS出来形④

重機土工③



情報化施工とは、建設事業における「施工」

において、情報通信技術（ＩＣＴ）の活用により、

各プロセスから得られる電子情報をやりとりし

て高効率・高精度な施工を実現するものです。

施工で得られる電子情報を施工後の維持管

理等に活用することによって、建設生産プロ

セス全体における生産性の向上や品質の確

保を図ることを目的としたシステムのことです。

国土交通省九州地方整備局ホームページより



①TS出来形データ作成

断面図縦断図平面図

専用ソフトにより作成

道路土工、河川土工によって、またデータの量・作業する人の

力量にも左右されるが、10日程度でデータ化する事が出来る。

②MG･MC用3Dﾃﾞｰﾀ変換

デキスパート作成3Dデータ マシン用に変換後3Dデータ

専用CADソフトにより変換（Business Center使用）

TS出来形で作成した3Dデータを変換する作業で、専用CADソフト

に現場の座標データ等をあらかじめ設定する必要があるが、変換作

業は1時間程度で完了する。

従来施工での丁張設置作業がココまでの作業で全て電子化され、現

場には丁張がない状態で施工を行う。

コメント！

コメント！



③重機土工

ＧＮＳＳ固定局

・マシンガイダンス（MG）

ＴＳ、ＧＮＳＳの計測技術を用いて、施工機械の位置情報・施工

情報及び現場状況と設計情報（３Ｄデータ）を車載モニターに表

示して操作をサポートする技術

バックホウ

車載モニター

3Dデータを読み込んだ車載モニターを丁張代わりに確認しながら施

工を行う為、重機を降りて丁張を確認する作業がなくなる。

GNSSを使用し情報化施工を行う際は、現場内に固定局を接地する

必要がある。また、TSを使用して施工を行う事も可能ある。

コメント！

※GNSSとは人工衛星からの信号を用いて位置を決定する衛星測位システム



③重機土工

・マシンコントロール(MC）

ＴＳ、ＧＮＳＳの計測技術を用いて、施工機械の油圧制御技術を

組合せ設計図に従って機械をリアルタイムに自動制御し施工を行

う技術

ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝブルドーザ

3Dデータを読み込んだ車載モニターを基に自動制御で施工を行う為、

オペレーターは排土方向のみを考えて施工を行う。

自動追尾型のTSを使用する際は毎日セットする必要がある。また、

GNSSでの施工も可能である。

コメント！

車載モニター



④TS出来形

データコレクターに保存したデータをPCに出力デキスパートにて

出来形管理書類の作成（自動的に数値が入力されます）

測定状況

ニコン・トリンブル社製TS ﾄﾌﾟｺﾝ社製TS

現場で測定したデータが保存されたデータコレクターとパソコンを

同期する事で、デキスパートにあらかじめ設定した出来形帳票に値

が記入され、各発注者に応じた様式で出来形管理図表が作成できる。

出来形管理図

出来形総括表

データコレクタ

コメント！



・牛津川中流河道掘削外工事

発 注 者 ：国土交通省 九州地方整備局 武雄河川事務所

工 期：平成24年10月27日～平成25年3月31日

工事概要：河川土工(掘削工) V=15,900m3

石灰改良工 V=15,900m3

鋼製波除工 L=152m

・川副西2期地区県営クリーク防災機能保全対策事業工事

発 注 者 ：佐賀県 佐賀中部農林事務所

工 期：平成24年9月5日～平成25年3月15日

工事概要：ブロックマット工 L=652m、A=3,061m2



・メリット、デメリット

TS出来形

・メリット

1.観測データをその場で管理できる

2.写真管理の軽減（丁張やリボンテープを使用した撮影が不要）

・デメリット

1.従来の方法違いデータの間違いが分かりにくい

⇒3DCADの使用やソフト開発等で解消されると思われる

2.途中で変更があった場合観測データのとり直しが必要

（出来形及び立会等の取り直しが必要）

⇒ソフト開発等で解消されると思われる

マシンガイダンス，マシンコントロール

・メリット

1.丁張の設置・撤去作業が不要であり、丁張材購入のコストが削減できる

2.丁張設置・撤去に掛かっていた時間を別の作業に当てる事が出来る

3.上記より監督業務の仕事の効率が向上し残業時間の短縮が出来る

4.丁張を確認する為の手元作業員を配置する必要が無い

5.作業員がいないので、重機の周囲が無人となり安全性が増す

6.丁張設置を待たずに、オペレーター主導で施工が進められる

7.重機を降りて丁張を確認する作業が無くなり、重機の稼働率が上がる

8.重機の稼働率上昇に伴い、使用する重機の台数を減らす事が出来る

9.上記7.8.より燃料の消費量が減り、CO2削減につながる

10.重機の稼働率が上昇する事で工期短縮につながる

11.車載モニターでオペレーターが直接確認できる

12.中間点でもデータによる確認ができる為、施工範囲全体に均一な施工ができる

・デメリット

1.データ入力に時間がかかる

⇒多くの現場を経験する事で解消できる（時間短縮が可能）

2.入力データの正否の確認が確立されていない

⇒3DCADの使用やソフト開発等で解消されると思われる

3.データを直接見る人にしか施工範囲が判らない

⇒測点の両端に目印を設置する事で解消できる

4.丁張が無い事で、現場で完成形がイメージしにくい

⇒休憩所や掲示板に図面や3Dイメージを掲示する事で解消できると思われる

5.導入コストが高く故障などのとき代替機が少ない

⇒現状現場単位ではどうにもならない（普及が進めば・・・）

上記にも記載しているが、デメリットについては今後多くの現場を経験する事、

またソフト開発などの技術発展により解消できると考えられる。



国土交通省九州地方整備局ホームページより



・講習会の実施

佐賀建設新聞 2013.02.21掲載記事より

・現場からの声

佐賀建設新聞 2013.03.26掲載記事より



佐賀建設新聞

2013.02.07掲載記事より

佐賀建設新聞

2013.05.21掲載記事より



御安全に！！

・情報化施工とは・・・

情報化施工を行う事により工事現場での施工は、作業人員の削減などに

よる重機との接触事故が減少し、施工範囲内のどの位置でもデータが確認

できる事による品質の向上。またオペレーターの確認作業に伴う重機への

昇降が減るので作業効率が上がり工期短縮に寄与する事等で得られるコス

ト縮減効果、さらに重機の使用台数を減らす事などにより周囲の環境(騒

音・振動)へより配慮できる。 つまり情報化施工とは、

「安全で、品質の良いものを早く、そして安く

提供でき、さらに環境に配慮した先端技術」

であると言える。

今回、情報化施工に取り組み、改善するべき課題も見えたが、現場監督

及びオペレーターから是非今後も使用したいとの声が上がり、会社におい

てもコストパフォーマンスが一定の成果を得られ、弊社としては導入する

ことにより、良い結果を生むことができた。

今後も、未来を担う子供達の為に、自然環境に最も配慮したこの先端技

術を推進して行きたいと考えています。

・現場からの声

現場監督

工事一課 辻 俊弥

TS出来形のデータ作成作業に

時間が掛かかったり、GNSSの

固定局を設置したり、慣れない作業で最初の準

備段階に時間が掛かりましたが、実際施工を開

始すると、丁張が無いのに現場がどんどん完成

に近づいて行く事に感動しました。施工管理の

面からも測定したデータを効率よく書類に反映

できるので、今後の現場にも情報化施工を取り

入れて行きたいと思いました。

重機オペレーター

工事二課 原 勝利

最初は車載モニターを見ながら

施工なんて出来ない。丁張を設

置してもらった方が早い。と思っていましたが、

情報化施工の重機に乗りはじめて3週間程度経

過した時には、もう情報課施工の方が施工性が

良いと感じました。車載モニターについても慣

れれば常に見る必要もなく、モニターを時々確

認するぐらいで施工が出来るので、出来れば今

後の現場でも情報課施工でお願いしたいです。



・情報化施工に置き換えると・・・

・従来施工＝地図を活用し目的地へ

目的地の決定

地図で目的地までの

ルート計画

道路標識を

確認しながら運転

車を止めて

地図でルートの確認

目的地へ到着

工事の受注

丁張設置

丁張を

確認しながら施工

重機から降りて

丁張の確認

施工完了

目的地の決定

カーナビに登録

カーナビを

確認しながらの運転

目的地へ到着

工事の受注

3Dデータの登録

車載モニターを

確認しながらの施工

施工完了

道に迷わず、時間短縮で、ガソリン消費を減らし・・・

かつ、運転手の疲労が抑えられるので安全に目的地へ行ける



株式会社 政工務店

〒849-0302

佐賀県小城市牛津町柿樋瀬389番地1

TEL：0952-66-3131

FAX：0952-66-3687

HP：http://masa-saga.jp/


